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受
賞
の
田
村
愛
子
さ
ん

南
あ
わ
じ
市
市
章
に
選
ば
れ
、、

来
年
一
月
十
一
日
よ
り
新
市
の
指

定
ゴ
ミ
袋
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

現
在
の
南
淡
町
指
定
ゴ
ミ
袋
は
一

月
末
日
ま
で
引
き
続
き
使
用
出
来
ま

す
が
ゴ
ミ
袋
の
買
い
置
き
が
多
量
に

あ
る
方
は
、
新
市
の
指
定
ゴ
ミ
袋
と

等
価
交
換
い
た
し
ま
す
。

交
換
期
間

十
一
月
一
日
（
月
）

十
二
月
二
十
日
（
月
）
ま
で

交
換
基
準

大
袋

南
淡
町
ゴ
ミ

袋
二
十
枚
（
一
包
）

南
あ
わ

じ
市
ゴ
ミ
袋
三
十
四
枚
。

小
袋

南
淡
町
ゴ
ミ
袋
二
十
枚

（
一
包
）

南
あ
わ
じ
市
ゴ
ミ
袋

三
十
枚

交
換
場
所

住
民
生
活
課
の
窓
口

ま
た
は
、
出
張
所
及
び
連
絡
所
。

な
お
、
南
あ
わ
じ
市
指
定
ゴ
ミ

袋
の
使
用
及
び
販
売
は
一
月
十
一

日
（
火
）
以
降
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
生
活
課

五

二
五
一
二

対
象
者

新
市
に
居
住
し
、
高
速

バ
ス
等
を
利
用
し
て
、
本
州
ま
た

は
四
国
へ
通
勤
・
通
学
さ
れ
る
方
。

助
成
額

助
成
率
に
つ
い
て
は
通

勤
二

％
、
通
学
三

％
（
勤
務

先
な
ど
通
勤
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
助
成
対
象
区
間

の
定
期
代
か
ら
同
区
間
の
通
勤
手

当
相
当
額
を
除
い
た
額
で
、
定
め

る
率
に
応
じ
た
助
成
金
を
交
付
い

た
し
ま
す
）。

（
来
年
一
月
十
一
日
か
ら
申
込
み

受
付
）

問
い
合
わ
せ

役
場
町
長
公
室

五

二
五

一

補
助
の
対
象

こ
の
制
度
を
利
用

で
き
る
方
は（
財
）新
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
が
実
施
す
る
住
宅
用
太
陽
光

発
電
導
入
基
盤
整
備
事
業
に
応
募

し
、
同
財
団
か
ら
予
約
番
号
を
受

け
た
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
。

自
ら
居
住
す
る
町
内
の
住

宅
（
店
舗
併
用
住
宅
を
含
む
）
に

合
併
後
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
方
。

自
ら
居
住
す

る
た
め
に
町
内
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
付
き
住
宅
を
購
入
、
ま
た

は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
付
き

住
宅
を
新
築
す
る
方
。

助
成
額

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
の

補
助
金
額
の
二
分
の
一
（
一
キ
ロ

ワ
ッ
ト
に
つ
き
二
二
、五

円
）

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
補
助
の

対
象
と
な
る
出
力
値
は
四
キ
ロ

ワ
ッ
ト
を
上
限
と
し
ま
す
。（
来

年
一
月
十
一
日
か
ら
申
込
み
受

付
）

問
い
合
わ
せ

役
場
町
長
公
室

五

二
五

一

毎
年
、
国
民
健
康
保
険
証
（
短
期

証
及
び
資
格
証
明
書
含
む
）
の
更
新

は
、
十
二
月
一
日
更
新
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
は
平
成
十
七
年
一

月
十
一
日
に
三
原
郡
四
町
合
併
を
行

う
た
め
、
更
新
は
新
市
誕
生
後
の
三

月
一
日
に
行
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
様
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
税
と
国
か
ら
の

補
助
金
等
を
も
っ
て
、
各
市
町
単
位

で
運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

年
間
の
集
計
が
二
月
診
療
分
を
も
っ

て
旧
町
単
位
で
終
了
す
る
こ
と
も
あ

り
、
保
険
証
の
更
新
は
合
併
の
日
で

は
な
く
三
月
一
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
ご
使
用
の
保

険
証
（
南
淡
町
名
の
保
険
証
）
は
翌

年
二
月
二
十
八
日
ま
で
有
効
で
す
の

で
、
大
切
に
ご
使
用
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
次
に
掲
げ
る
受
給
者
証
等

も
保
険
証
と
同
様
に
三
月
一
日
更
新

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
証
は
二
月
下
旬
に
各
該

当
の
方
（
世
帯
）
へ
郵
送
す
る
予
定

で
す
。

国
民
健
康
保
険
証
（
短
期
証
・
資

格
証
明
書
含
む
）

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証

国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
受
療
証

老
人
保
健
受
給
者
証

老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証（
老
人
保
健
）

老
人
保
健
特
定
疾
病
受
療
証

老
人
医
療
費
受
給
者
証
（
福
祉
医

療
）

障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
（
福
祉

医
療
）

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
（
福
祉

医
療
）

母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

（
福
祉
医
療
）

問
い
合
わ
せ

役
場
健
康
福
祉
課

五

二
五
一
一

南
あ
わ
じ
市
の
新
市
章
が
、
七
月

十
四
日
の
第
二
十
三
回
合
併
協
議
会

で
選
定
さ
れ
、
公
募
数
一
八
九
七
作

品
の
中
か
ら
、
田
村
愛
子
さ
ん
（
南

淡
町
賀
集
）
の
作
品
（
本
ペ
ー
ジ
見

出
し
上
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
章
の
趣
旨
は
、

淡
路
島

の
形
の

を
取
り
囲
む
輪
は
、
食

づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り

を
意
味
し
、
ふ
れ
あ
い
共
生
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自

然
の
恵
み
を
生
か
し
て
希
望
・
躍
進

に
満
ち
た
ま
ち

を
表
し
て
い
ま
す
。

十
月
十
五
日
、
三
原
郡
農
業
共
済

会
館
で
行
わ
れ
た
第
二
十
四
回
合
併

協
議
会
の
席
上
で
、
中
田
会
長
か
ら

田
村
さ
ん
に
表
彰
状
と
副
賞
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。



南
淡
町
長

森

紘

一

台風 号による豪雨被害で、
土のうを積む作業に追われる
銀行員

福
良
小
学
校
に
整
備
さ
れ
た
防
災
塔

南
淡
町
長

森

紘

一

た
び
重
な
る
台
風
襲
来
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
年
は
、
特
に
台
風
の
あ
た
り
年

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

六
月
二
十
一
日
（
台
風
六
号
）
に
よ

る
停
電
被
害
に
続
き
、
水
道
管
破

裂
・
故
障
に
よ
り
給
水
不
足
が
生
じ

る
な
ど
、
連
日
の
対
策
に
追
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

特
に
八
月
十
七
日
の
大
雨
（
灘
地

区
二
九
四
ミ
リ
）
で
は
、
灘
地
区
の

道
路
が
寸
断
さ
れ
、
白
崎
地
区
が
一

時
孤
立
化
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
崩

土
の
撤
去
等
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

町
内
の
道
路
も
随
所
で
被
害
が
で

て
お
り
、
県
・
国
に
早
く
対
応
い
た

だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
八
月
三
十
日
（
台
風
一
六

号
）
で
は
、
床
上
・
床
下
浸
水
三

戸
、
公
共
建
物
に
も
屋
根
の
破
損
等

の
被
害
が
あ
り
、
ま
た
農
作
物
も

稲
・
レ
タ
ス
な
ど
大
き
な
被
害
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

十
月
二
十
日
（
台
風
二
三
号
）
は
、

風
速
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
雨
量
が

ト
ー
タ
ル
で
三

ミ
リ
を
超
え
、

淡
路
全
域
が
壊
滅
状
態
に
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
。

わ
が
町
に
お
い
て
も
、
福
良
排
水

機
場
が
能
力
不
足
に
陥
り
、
約
三
五

件
程
度
の
床
上
床
下
浸
水
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
河
川
も
各
地

で
越
流
し
、
田
と
川
の
区
別
が
つ
か

な
い
ほ
ど
一
面
冠
水
し
、
農
作
物
が

全
滅
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が

各
地
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
日
本

で
あ
り
ま
す
が
、
我
々
人
間
の
判
断

で
は
予
想
も
つ
か
ず
、
ま
た
甘
く
考

え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
教
訓
を
あ

ら
た
め
て
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
自
然
の
脅

威
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
日
々
の

備
え
を
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
地

域
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
が
違

い
ま
す
が
、
恒
久
的
な
対
策
を
お
考

え
い
た
だ
き
、
共
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意

見
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。被

害
を
受
け
た
皆
様
方
に
あ
ら
た

め
て
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に

備
え
よ
う
と
、
南
淡
町
が
今
年
六
月

か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
防
災
塔

が
福
良
小
学
校
の
校
舎
横
に
、
十
月

二
十
九
日
、
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の

防
災
塔

は
、

緊

急
放
送
を
自
動
的
に
傍
受
し
、

放
送
す
る
と
同
時
に
自
動
で
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
地
区
住
民

に
災
害
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
時
に
避
難
所
及
び

避
難
路
を
照
ら
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。
直
径
九
十
セ
ン
チ
、
高

さ
三
十
メ
ー
ト
ル
の
ス
チ
ー
ル
鋼
管

柱
で
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
イ
ト
八
つ
、
ス

ピ
ー
カ
ー
六
つ
、
サ
イ
レ
ン
二
つ
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
塔
の
隣
に
は
発
電
施

設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
台
風
が
相
次
ぎ
発
生
し
、

南
淡
町
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
南
淡
町
で
の
被
害
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

台
風
二
一
号
（
九
月
二
十
九
日
、

総
雨
量
一
三
四
・
五
ミ
リ
）

民
家
床
下
浸
水
二
三
件
、
河
川
三

件
、
道
路
三
件
、
農
地
二

件
、
農

業
用
施
設
九
件
、
下
水
道
施
設
二
件

な
ど
。
公
共
施
設
・
用
地
被
害
総
額

約
五
千
二
百
十
万
円
。

台
風
二
三
号
（
十
月
二
十
日
、
総

雨
量
二
七
三
・
五
ミ
リ
）

自
主
避
難
五
世
帯
一

人
、
民
家

全
壊
一
件
、
床
上
浸
水
六
五
件
、
床

下
浸
水
二
七
九
件
、
河
川
三

件
、

道
路
二
一
件
、
農
地
五

件
、
農
業

用
施
設
三

件
、
下
水
道
施
設
一
件
、

漏
水
九
件
な
ど
。公
共
施
設
用
地
被

害
総
額
約
三
億
六
千
二
百
三
十
万
円
。

（
十
月
二
十
五
日
現
在
の
ま
と
め
）



歳 入 （単位 円・％）

歳 出 （単位 円・％）

歳入歳出差引額 円
翌年度へ繰越すべき財源 円
実質収支（純繰越金） 円

第
二
九
三
回
町
議
会
定
例
会
が
、
九
月
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
十
五
年
度
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。町

民
の
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
交
付

金
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
入
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
平

成
十
五
年
度
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
税
二
・
一
％
の
減
（
町
民
税
に

つ
い
て
は
、
昨
年
、
新
規
企
業
の
進

出
な
ど
の
た
め
増
収
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
本
年
も
法
人
町
民
税
は
好

調
な
も
の
の
、
長
引
く
景
気
低
迷
の

影
響
に
よ
る
個
人
町
民
税
の
減
収
の

た
め
、
全
体
で
三
・
四
％
の
減
収
と

な
り
、
固
定
資
産
税
も
、
地
価
の
下

落
が
続
い
て
お
り
三
・
八
％
の
減
収

と
な
っ
た
。
ほ
か
に
、
軽
自
動
車
税
、

町
た
ば
こ
税
、
特
別
土
地
保
有
税
、

入
湯
税
は
増
収
と
な
っ
た
。
徴
収
率

は
、
収
納
に
努
め
た
た
め
全
体
で
九

四
・
六
％
、
前
年
度
比
一
・
五
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。）

利
子
割
交
付
金
二
九
・
六
％
の
減

（
県
民
税
利
子
割
額
の
減
少
に
よ
る
。）

地
方
消
費
税
交
付
金
一
一
・
二
％

の
増（
地
方
消
費
税
収
入
の
増
に
よ
る
。）

分
担
金
及
び
負
担
金
三
二
・
二
％

の
減
（
団
体
営
ほ
場
整
備
事
業
及
び

団
体
営
た
め
池
整
備
事
業
の
事
業
量

減
に
よ
る
分
担
金
の
減
に
よ
る
。）

県
支
出
金
一
八
・
六
％
の
減
（
農

業
生
産
総
合
対
策
事
業
の
終
了
、
団

体
営
ほ
場
整
備
事
業
及
び
団
体
営
た

め
池
整
備
事
業
の
事
業
量
減
な
ど
が

要
因
。）

寄
付
金
一

九
・
二
％
の
増
（
一

般
寄
付
金
の
増
、
農
林
水
産
業
費
寄

付
金
の
増
が
要
因
。）

繰
入
金
三
五
二
・
五
％
の
増
（
基

金
取
り
崩
し
の
増
額
に
よ
る
。）

繰
越
金
五
五
・
七
％
の
減
（
前
年

度
か
ら
の
繰
越
事
業
の
事
業
量
が
少

な
か
っ
た
た
め
。）

町
債
三

・
四
％
の
増
（
臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行
額
の
増
が
主
な
要

因
。）歳入

総
額
は
百
億
八
百
四
万
六
百

六
十
三
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
、

三
・
五
％
の
増
収
（
三
億
三
千
五
百

七
十
四
万
三
千
七
百
二
十
四
円
）
と

な
っ
た
。

農
林
水
産
業
費
四

・
五
％
の
減

（
農
業
生
産
総
合
対
策
事
業
の
終
了
、

団
体
営
ほ
場
整
備
事
業
及
び
団
体
営

た
め
池
整
備
事
業
の
事
業
量
の
減
な

ど
が
要
因
。）

商
工
費
六
七
・
七
％
の
減
（
企
業

誘
致
開
発
事
業
用
地
造
成
工
事
の
終

了
が
主
な
要
因
。）

土
木
費
二
一
・
三
％
の
増
（
町
営

住
宅
建
設
事
業
の
事
業
量
の
増
や
下

水
道
事
業
へ
の
繰
出
金
の
増
が
主
な

要
因
。）

消
防
費
二
二
・
七
％
の
増
（
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
や
消
防
団
員

の
退
職
報
償
金
の
増
が
主
な
要
因
。）

教
育
費
八
四
・
三
％
の
増
（
北
阿

万
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
の
実
施
が

主
な
要
因
。）

諸
支
出
金
六
七
・
九
％
の
減
（
基

金
の
積
み
立
て
が
少
な
か
っ
た
た
め
。）

歳
出
総
額
は
九
十
六
億
八
百
四
十

五
万
千
七
百
五
十
二
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
、
二
・
三
％
の
増
額
（
二

億
千
二
百
三
十
五
万
千
四
百
七
十
七

円
）
と
な
っ
た
。

款 別 決 算 額 構 成 比 伸 び 率

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

合 計

款 別 決 算 額 構 成 比 伸 び 率

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

合 計

款 別 決 算 額 構 成 比 伸 び 率

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

合 計

款 別 決 算 額 構 成 比 伸 び 率

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

合 計



町 有 財 産

地方債残高及び公債費比率等の推移 （単位 百万円・％）

町民 人当りが納めた額 町民 人当りに使った額

（単位 千円・％）性質別歳出

町民 人当りが納めた額 町民 人当りに使った額

軽自動車税
（ ％）

町たばこ税
（ ％）

固定資産税

（ ％）
町 民 税

（ ％）

（単位 千円）

町 税 の 内 訳

入湯税

特別土地保有税
（ ％）

（ ％）
（ ％）

固定資産税

（ ％）
町 民 税

（ ％）

（単位 千円）

区 分 決 算 額 構 成 比 前年度比

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

公 債 費

積 立 金

投資及び出資貸付金

繰 出 金

投 資 的 経 費

合 計

区 分 決 算 額 構 成 比 前年度比

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

公 債 費

積 立 金

投資及び出資貸付金

繰 出 金

投 資 的 経 費

合 計

円

町 民 税 円

固 定 資 産 税 円

軽 自 動 車 税 円

町 た ば こ 税 円

特別土地保有税 円

入 湯 税 円

円
議 会 費 円
総 務 費 円
民 生 費 円
衛 生 費 円
農林水産業費 円
商 工 費 円
土 木 費 円
消 防 費 円
教 育 費 円
災 害 復 旧 費 円
公 債 費 円
諸 支 出 金 円

土 地
建 物
有 価 証 券 円
出資による権利 千円
基金 財政調整基金 千円

ふるさと基金 千円
町債管理基金 千円
公共施設等整備基金 千円
福祉基金 千円
ふるさと水と土保全対策基金 千円
土地開発基金（現金） 千円

（土地）

年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末

一 般 会 計

特 別 会 計

一 部 事 務 組 合
（南淡町負担分）

合 計

公 債 費 比 率

起 債 制 限 比 率

年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末 年度末

一 般 会 計

特 別 会 計

一 部 事 務 組 合
（南淡町負担分）

合 計

公 債 費 比 率

起 債 制 限 比 率



借 入 金 残 高（平成 年度末） 積 立 金 残 高（平成 年度末）

特 別 会 計 水道事業会計
収益的収入及び支出 （単位 円）

資本的収入及び支出 （単位 円）

第 回町議会定例会で、平成 年度の特別会計の決算が認定されました。各特別会計の決算状況は、
次のとおりです。

平成 年度業務量
一日平均配水量
一日平均有収水量
有収率 ％
供 給 単 価 円
給 水 原 価 円

収 入 支 出

科 目 決 算 額 科 目 決 算 額

営 業 収 益 営 業 費 用

営業外収益 営業外費用

特 別 利 益 特 別 費 用

合 計合 計

収 入 支 出

営 業 収 益 営 業 費 用

営業外収益 営業外費用

特 別 利 益 特 別 費 用

合 計合 計

収 入 支 出

科 目 決 算 額 科 目 決 算 額

企 業 債 建設改良費

他会計負担金 企業債償還金

他会計出資金 合 計

工事負担金

合 計

収 入 支 出

企 業 債 建設改良費

他会計負担金 企業債償還金

他会計出資金 合 計

工事負担金

合 計

水道事業会計 千円
灘・沼島簡易水道事業特別会計 千円
国民健康保険特別会計（直診勘定） 千円
住宅資金貸付事業特別会計 千円
漁業集落排水事業特別会計 千円
公共下水道事業特別会計 千円
産業廃棄物最終処分事業特別会計 千円
公共用地先行取得特別会計 千円

計 千円

水道事業 千円
灘・沼島簡易水道事業 千円
国民健康保険（事業勘定） 千円
介護保険事業 千円
潮美台汚水処理事業 千円
福良財産区 千円
北阿万財産区 千円
沼島財産区 千円

計 千円

会 計 別 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

灘 沼島簡易水道
事業特別会計

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

事業勘定

診療所勘定

老 人 保 健
特 別 会 計

灘 診 療 所
事業特別会計

介護保険事業
特 別 会 計

介護サービス事業
特 別 会 計

住宅資金貸付
事業特別会計

漁業集落排水
事業特別会計

潮美台汚水処理
事業特別会計

公共下水道事業
特 別 会 計

産業廃棄物最終
処分事業特別会計

公共用地先行取得
特 別 会 計

福 良 財 産 区

北阿万財産区

沼 島 財 産 区

合 計

会 計 別 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

灘 沼島簡易水道
事業特別会計

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

事業勘定

診療所勘定

老 人 保 健
特 別 会 計

灘 診 療 所
事業特別会計

介護保険事業
特 別 会 計

介護サービス事業
特 別 会 計

住宅資金貸付
事業特別会計

漁業集落排水
事業特別会計

潮美台汚水処理
事業特別会計

公共下水道事業
特 別 会 計

産業廃棄物最終
処分事業特別会計

公共用地先行取得
特 別 会 計

福 良 財 産 区

北阿万財産区

沼 島 財 産 区

合 計



平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

の
期
間
に
お
け
る
町
の
財
政
状
況
を
次
の
と
お
り

公
表
い
た
し
ま
す
。

執
行
率
は
一
般
会
計
で
歳
入

、

歳
出

、特
別
会
計
で
歳
入

、
歳
出

と
な
っ
て
い
ま
す
。

区分科目 予 算 額 調定額 収入済額

町 税

地 方 譲 与 税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

歳 入 合 計

区分科目 予 算 額 調定額 収入済額

町 税

地 方 譲 与 税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

歳 入 合 計

区分科目 予 算 額 支 出 済 額

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

歳 出 合 計

区分科目 予 算 額 支 出 済 額

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

歳 出 合 計

水道事業会計

国民健康保険特別会計（事業勘定）

国民健康保険特別会計（診療所勘定）

老人保健特別会計

灘診療所事業特別会計

介護保険特別会計事業勘定

介護サービス特別会計事業勘定

漁業集落排水事業特別会計

潮美台汚水処理事業特別会計

公共下水道事業特別会計

公共用地先行取得特別会計



平成 年 月 日現在 （単位 千円）

（ ）

借 方 貸 方

［資産の部］
．有形固定資産
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
その他
計
うち土地

有形固定資産合計
．投資等
投資及び出資金
貸付金
基 金
特定目的基金
土地開発基金
定額運用基金
基金計
退職手当組合積立金
投資等合計
．流動資産
現金・預金
財政調整基金
減債基金
歳計現金
現金・預金計
未収金
地方税
その他
未収金計

流動資産合計

資 産 合 計

［負債の部］

．固定負債

地方債

債務負担行為

物件の購入等

債務保証又は
損 失 補 償

債務負担行為計

退職給与引当金

その他

固定負債合計

．流動負債

翌年度償還予定額

翌年度繰上充用金

その他

流動負債合計

負 債 合 計

［正味資産の部］

．国庫支出金

．都道府県支出金

．一般財源等

正 味 資 産 合 計

負債・正味資産合計

債務負担行為に係る補償等 物件の購入等に係るもの 千円 補助金・負担金等 千円
債務保証及び損失補償に係るもの 千円
利子補給等に係るもの 千円

有形固定資産減価償却累計額 千円



平成 年 月 日現在 （単位 千円）

（ ）

借 方 貸 方

［資産の部］
．有形固定資産
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
その他
計
うち土地

有形固定資産合計
．投資等
投資及び出資金
貸付金
基 金
特定目的基金
土地開発基金
定額運用基金
基金計
退職手当組合積立金
投資等合計
．流動資産
現金・預金
財政調整基金
減債基金
歳計現金
現金・預金計
未収金
地方税
その他
未収金計

流動資産合計

資 産 合 計

［負債の部］

．固定負債

地方債

債務負担行為

物件の購入等

債務保証又は
損 失 補 償

債務負担行為計

退職給与引当金

その他

固定負債合計

．流動負債

翌年度償還予定額

翌年度繰上充用金

その他

流動負債合計

負 債 合 計

［正味資産の部］

．国庫支出金

．都道府県支出金

．一般財源等

正 味 資 産 合 計

負債・正味資産合計

債務負担行為に係る補償等 物件の購入等に係るもの 千円 補助金・負担金等 千円
債務保証及び損失補償に係るもの 千円
利子補給等に係るもの 千円

有形固定資産減価償却累計額 千円



仲
間
と
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま
し
た

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館
で
は
、
十
月

十
八
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
毎

年
恒
例
の

淡
路
人
形
ま
つ
り

を

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
見
所
は
、
淡
路
人
形
座
が

映
画

北
の
零
年

に
出
演
し
、
演

じ
た
外
題

賤
ヶ
嶽
七
本
槍
・
山
の

段

の
人
形
と
、
淡
路
人
形
座
員
、

主
演
の
吉
永
小
百
合
さ
ん
ら
と
一
緒

に
撮
っ
た
記
念
写
真
、
撮
影
風
景
な

ど
の
特
別
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
淡
路
人
形
の
影
響
を
受
け
た
と

第
二
次
世
界
大
戦
で
若
く
し
て
亡

く
な
ら
れ
た
若
者
た
ち
を
追
悼
し
よ

う
と
、

第
十
回
全
国
戦
没
学
徒
追

悼
祭

（
全
国
戦
没
学
徒
を
追
悼
す

る
会
主
催
）
が
十
月
二
十
四
日
に
若

人
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

追
悼
祭
に
は
、
伊
弉
諾
神
宮
権
宮

司
が
斎
主
と
な
り
神
事
が
行
わ
れ
、

遺
族
を
始
め
、
関
係
者
約
百
三
十
人

が
参
列
し
、
献
花
や
慰
霊
歌
を
歌
う

な
ど
、
戦
没
学
徒
の
霊
を
慰
め
ま
し

た
。代

表
者
よ
り

日
本
の
安
泰
と
平

和
を
願
っ
た
戦
没
学
徒
の
若
い
御
霊

を
前
に
、
世
界
平
和
を
祈
り
ま
す

と
追
悼
文
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
れ
る
、

番
組

サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ド

に
登
場
す
る
パ
ー
カ
ー
人

形
と
そ
の
関
係
に
ま
つ
わ
る
パ
ネ
ル

展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
期
間
中
、島
内
在
住
者（
要

証
明
）
に
限
り
入
館
料
が
半
額
（
大

人
六
三

円
・
中
高
生
五
二
五
円
・

小
学
生
四
二

円
・
幼
児
無
料
）
に

な
る
地
元
割
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。

座
員
は

国
内
外
の
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
淡
路
の
伝
統
芸
能
を
、

こ
の
機
会
に
、
地
元
の
人
に
も
見
て

中
秋
の
名
月
の
九
月
二
十
八
日
、

雨
の
た
め
に
会
場
を
護
国
寺
に
移
し
、

観
月
会
（
南
淡
町
文
化
協
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
月
様
は
雲
に
隠
れ
て
い
ま
し
た

が
、
野
点
の
演
出
や
会
員
が
持
ち
込

ん
だ
手
作
り
の
行
灯
約
二
十
個
が
会

場
に
灯
さ
れ
、
訪
れ
た
参
加
者
約
二

百
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

護
国
寺
の
本
堂
で
は
、
詩
吟
や
琴

演
奏
、
ギ
タ
ー
弾
語
り
な
ど
の
情
緒

あ
る
舞
台
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
萩
原

重
幸
文
化
協
会
副
会
長
は

お
月
様

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
ご
本
尊

の
前
で
ご
利
益
が
ツ
キ
ま
す

と
参

勤労青年の交流を図ろうと、 杯バドミントン・ダ
ブルス大会 （ 主催）が 月 日、南淡町文化体育館
で行われました。
大会には、男女ペアなど 組が参加し、さわやかな汗を
流しながら、熱戦を繰り広げました。
大会結果は、次のとおりです。
優勝 とびいり 様 様、準優勝 バンプオブチキン、
位 でこぼこフレンズ

も
ら
い
た
い

と
語
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
館
（

五
二

二
六

）。

加
者
を
迎
え
ま
し
た
。

映
画

北
の
零
年

撮
影
風
景
の

写
真
展
示
を
鑑
賞
す
る
来
館
者

う
ず
し
お
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る

合
唱

荒
城
の
月

大
見
山
の

若
人
の
広
場

で
行
わ

れ
た
追
悼
式



十
月
、
町
内
の
保
育
所
（
園
）
で

運
動
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は

ア
テ
ネ
五
輪
が
開
催
さ
れ
た
年
で
あ

る
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
意
識
し
た
競
技
や
演
出
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。
ち
び
っ
子
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ

い
の
姿
に
、
駆
け
つ
け
た
保
護
者
や

祖
父
母
ら
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
や

拍
手
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

交通事故が多発する夕方の時間帯、 早めのライト点灯 を呼び
かける 交通事故防止町内広報パレード （町交通対策委員会主催）
が 月 日夕方に実施されました。パトカーを先導に 早めのライ
ト点灯 や シートベルト着用 などののぼりやステッカーを着け
た広報車 台が 班に別れ町内一円を巡回し、運転中のドライバー
や道行く歩行者へ安全運転を呼びかけました。
同委員会では、秋の交通安全運動の期間中、朝の通勤通学時間に

合わせて街頭立ち番などの活動も行いました。

十
月
十
七
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
北

阿
万
地
区
住
民
体
育
祭

が
北
阿
万

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
、
老
若
男
女
が
入
り
混
じ
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
や
踊
り
な
ど
を
楽
し
み
ま

つ
な
が
る
こ
と
に
気
づ
い
た

と
感

想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

豊
か
な
日
本
語
を
身
に
つ
け
、
日

常
生
活
の
会
話
や
朗
読
な
ど
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、

豊
か
な
日
本

語
講
座

（
お
は
な
し
会
ピ
ノ
キ
オ

主
催
）
が
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。講

師
に
テ
レ
ビ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
福
井
聡
美

先
生
を
お
招
き
し
て
、
七
月
二
十
二

日
か
ら
十
月
七
日
ま
で
の
間
に
六
回

に
分
け
て
、
発
音
レ
ッ
ス
ン
や
民
話

の
朗
読
な
ど
を
中
心
に
、
約
二
十
名

が
学
習
し
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
は

豊
か
な
日
本
語
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
、
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
に

し
た
。
ま
た
、
北
阿
万
小
児
童
に
よ

る
郷
土
芸
能

き
つ
ね
踊
り

が
披

露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
い

姿
に
客
席
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

グループになって朗読をしました

はばタン体操、いちにっさん
（賀集）

早めのライト点灯 を呼びかけた交通事故
防止広報車

掛け声に合わせて、いっ
ちに──

北阿万小学校児童による
きつね踊り

練習どおり踊れたね
（北阿万）

おじいちゃん・おばあちゃんと一緒に
踊りました（灘）

おうまの親子になって
競争だ（阿万）

表彰台でハイポーズ
（福良）

頑張って金メダルをとるぞ
（ちどり）



り
ゅ
う
じ

谷 由美さん

森本 竜司くん
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り
ゅ
う
じ

南
淡
町
体
育
指
導
委
員
の
谷

由

美
さ
ん
（
福
良
）
が
、
九
月
二
十
四

日
、
宝
塚
市
立
文
化
施
設
ベ
ガ
・

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
県
体
育
指
導
委

員
中
央
研
究
協
議
会
の
席
上
で
、
兵

庫
県
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

谷
さ
ん
は
、
平
成
六
年
四
月
か
ら

南
淡
町
女
性
体
育
指
導
委
員
と
し
て
、

各
種
大
会
等
の
運
営
に
活
躍
さ
れ
、

南
淡
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
指
導
を
中
心
に
地
域
住
民
と
交

流
を
図
り
、
地
元
の
部
員
と
と
も
に

全
国
青
年
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
大

会
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
掘
り
起
こ
し
か
ら
振
興
ま
で
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

谷
さ
ん
は

家
族
や
職
場
な
ど
の

理
解
と
協
力
に
よ
り
頑
張
れ
ま
し

た

と
受
賞
に
際
し
て
の
感
想
を

語
っ
て
い
ま
す
。

少
年
力
士
の
森
本
竜
司
く
ん
（
福

良
小
五
年
）
が
九
月
二
十
三
日
、
和

歌
山
県
営
相
撲
場
で
行
わ
れ
た

平

成
十
六
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
第
十
七
回
全
日
本
小
学
生

相
撲
優
勝
大
会

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
大

会

（
日
本
相
撲
連
盟
主
催
）
の
五

年
生
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

森
本
く
ん
は
、
十
二
月
十
二
日
に

両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
る
同
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
す
。
こ
の
大
会
に
向

け
て

日
本
一
を
目
指
し
て
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
た
い

と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。

国
民
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
公
的

年
金
制
度
は

世
代
間
扶
養

の
仕

組
み
、
す
な
わ
ち

世
代
と
世
代
の

支
え
合
い

を
基
本
理
念
と
し
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
役

世
代
が
納
め
る
保
険
料
が
今
の
高
齢

世
代
の
生
活
を
支
え
、
現
役
世
代
が

高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
次
の

世
代
の
納
め
る
保
険
料
が
生
活
を
支

え
て
く
れ
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
年
金
と
い
え
ば
老
後

ば
か
り
に
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

老
後
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が

一
の
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
や
一
家
の
働
き
手
が
不
幸
に
し

て
な
く
な
っ
た
場
合
に
も
年
金
は
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
普
段
か
ら
保
険
料
を
キ

チ
ン
と
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も

の
と
考
え
、
公
的
年
金
制
度
の
意
義

や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
社
会
保
険
庁
で
は
全
国
的

に
十
一
月
六
日
か
ら
十
二
日
を

年

金
週
間

と
定
め
、
国
民
年
金
の

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
兵
庫
県
社

会
保
険
事
務
局
・
社
会
保
険
事
務
所

で
も
十
一
月
を

国
民
年
金
推
進
月

間

と
し
て
、
国
民
年
金
制
度
の
啓

発
に
努
め
ま
す
。

明
る
く
健
や
か
な
老
後
を
送
る
た

め
、
ま
た
、
万
が
一
の
場
合
に
備
え
、

こ
の
機
会
に
ご
自
分
や
ご
家
族
の
年

金
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、明
石
社
会
保
険
事
務
所（

七
八

九
一
二

四
九
一
六
）
ま

た
は
、役
場
住
民
生
活
課
年
金
係（

五

二
五
一

）
ま
で

兵
庫
県
淡
路
県
民
局（
洲
本
県
税
事
務
所
）

調
印
後
、
立
会
人
の
森
町
長（
右
）ら

と
固
く
握
手
を
交
わ
す
あ
わ
じ
島
農

協
の
前
川
敬
一
組
合
長
（
右
か
ら
二

人
目
）
と
北
阿
萬
農
協
の
原
口
由
一

組
合
長
（
右
か
ら
三
人
目
）

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

（

二
四

一
一
九
）



え
び
す
し
ゃ

え
び
す

こ
ざ
い
し
ょ
う
の
つ
ぼ
ね

ひ
ゃ
く

き
ょ
う

局の供養碑（伊加利多摩山）
顕彰碑の後ろには野外舞
台が設置されています

森崎吾平氏の功績をたた
える等身大の石造

淡路人形発祥地の碑

も
り
さ
き

ご
へ
い
し
ょ
う
と
く
ひ

え
び
す
し
ゃ

え
び
す

こ
ざ
い
し
ょ
う
の
つ
ぼ
ね

ひ
ゃ
く

き
ょ
う

局の供養碑（伊加利多摩山）
顕彰碑の後ろには野外舞
台が設置されています

森崎吾平氏の功績をたた
える等身大の石造

淡路人形発祥地の碑

も
り
さ
き

ご
へ
い
し
ょ
う
と
く
ひ

え
び
す
し
ゃ

え
び
す

こ
ざ
い
し
ょ
う
の
つ
ぼ
ね

ひ
ゃ
く

き
ょ
う

局の供養碑（伊加利多摩山）
顕彰碑の後ろには野外舞
台が設置されています

森崎吾平氏の功績をたた
える等身大の石造

淡路人形発祥地の碑

も
り
さ
き

ご
へ
い
し
ょ
う
と
く
ひ

入
居
募
集
団
地
の
概
要
）

団
地
名

町
営
住
宅

四
季
の
丘

団
地

募
集
戸
数

公
営
住
宅

二
十
九
戸

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

六
戸

間
取
り

バ
ル
コ
ニ
ー
付

備
付
設
備

バ
ス
、
ト
イ
レ
、
シ

ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、
洗
面
台
、
給

湯
設
備
、
オ
ー
ル
電
化
設
備
等

家
賃
等

住
戸
面
積
及
び
収
入
に

よ
り
相
違
し
ま
す
。

公
営
住
宅

月
額

二
三
、三

円

四
二
、七

円

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

月
額

五
九
、三

円

六
四
、

円

駐
車
場
使
用
料

月
額
一
台
に
つ

き
三
、

円
（
屋
根
付
五
、

円
）

申
し
込
み
資
格

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
あ
る
方
。
税

金
・
公
共
料
金
及
び
家
賃
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
。
二
名
以
上
の

連
帯
保
証
人
の
あ
る
方
。

公
営
住
宅

現
在
住
宅
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
。

政
令
月
収
（
計
算
式
は
建
設
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
二
十

万
円
以
下
の
方
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

政
令
月
収
二
十
万
円
以
上
六
十
万

一
千
円
以
下
の
方
。

申
込
み
方
法

所
定
の
入
居
申

込
書（
役
場
建
設
課
に
備
え
付
け
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要

書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間

十
一
月
八
日
（
月
）

十
一
月
十
二
日
（
金
）

入
居
者
の
選
考

申
込
書
類
に
よ

る
資
格
審
査
の
結
果
、
入
居
資
格

の
あ
る
方
の
中
か
ら
公
開
抽
選
会

に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

公
開
抽
選
会

十
一
月
二
十
六
日

（
金
）
午
前
九
時
（
中
央
公
民
館

三
階
講
堂
）

日
時

十
一
月
六
日
（
土
）
午
後

一
時

午
後
三
時
半

場
所

現
地
（
阿
万
塩
屋
町
）

お
問
い
合
わ
せ
・
入
居
申
込
み
案

内
書
は
、
役
場
建
設
課
（

五

二
五
一
六
）
ま
で

市
三
条
の
八
幡
神
社
鳥
居
の
傍
ら
に
、

昭
和
三
十
三
年
、
地
元
有
志
ら
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
淡
路
人
形
発
祥
地
の
記
念

碑
が
あ
り
ま
す
。
当
地
区
は
淡
路
人

形
発
祥
地
で
、
神
社
境
内
の
大
御
堂

戎
社
に
は
、
人
形
発
祥
に
関
わ
る
戎

神
・
百
太
夫
・
道
薫
坊
・
秋
葉
神
の

四
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
町
内
に
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の

名
場
面
を
再
現
し
た
像
が
役
場
庁
舎

前
、
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
、
西
川
橋
詰
、

八
木
小
学
校
附
近
に
建
て
ら
れ
、
淡

路
人
形
発
祥
の
地
を
示
し
て
い
ま
す
。

伊
加
利
多
摩
山
に
は
平
家
七
つ
塚

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
大
き
い
船
型

の
塚
で
平
家
物
語
に
出
て
く
る
平
通

盛
卿
の
夫
人
小
宰
相
局
の
墓
碑
、
残

り
の
六
つ
は
源
平
の
戦
い
で
敗
れ
た

平
家
の
落
人
の
供
養
碑
と
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
地
元
の
人
々
に
大
切
に
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

平
家
物
語
は
、
小
宰
相
局
が
屋
島

に
向
か
う
船
の
中
で
通
盛
卿
の
戦
死

を
聞
き
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
鳴
門
の

沖
で
入
水
し
、
十
九
歳
で
命
を
絶
っ

た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

護
国
寺
境
内
に
あ
る
音
叉
を
か
た

ど
っ
た
顕
彰
碑
は
、
音
楽
物
理
学
者

の
田
中
正
平
博
士
（
南
淡
町
賀
集
出

身
）
を
た
た
え
て
、
昭
和
四
十
六
年

に
地
元
有
志
が
建
立
し
ま
し
た
。
田

中
正
平
博
士
は
ド
イ
ツ
留
学
中
の
明

治
二
十
二
年
に

純
正
調
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン

を
発
明
し
、
ド
イ
ツ
皇
帝

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
か
ら

今
世
紀

最
大
の
発
明
の
一
つ

と
絶
賛
さ
れ

る
な
ど
、
音
楽
界
に
大
き
な
功
績
を

残
し
ま
し
た
。

淡
路
の
酪
農
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
た
森
崎
吾
平
氏
を
た
た
え
、
緑
町

広
田
広
田（
川
向
地
区
）に
等
身
大
の

石
造
の
頌
徳
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
森
崎
氏
は
、
乳
製
品
工
場
の
誘

致
に
尽
力
し
、
大
正
五
年
、
藤
井
煉

乳
所（
ネ
ス
レ
日
本（
株
）広
田
工
場

の
前
身
）を
誘
致
す
る
こ
と
に
成
功
。

こ
れ
を
契
機
に
乳
牛
の
飼
育
頭
数
も

激
増
し
、
淡
路
酪
農
の
基
礎
が
確
立

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
田
村
長
を

務
め
、
終
始
酪
農
振
興
に
尽
く
さ
れ

た
酪
農
家
の
恩
人
と
も
い
え
ま
す
。



十
一
月
の
運
動
目
標

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
は
一
年

を
三
つ
に
区
切
っ
て
の
学
期
に
な
っ

て
い
ま
す
。
各
学
期
、
そ
れ
ぞ
れ
に

意
義
あ
る
学
び
の
期
間
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
特
に
、
二
学
期
は
充
実
し

た
学
期
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

時
は

教
育
と
文
化

の
季
節
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
を
磨
き
、

学
び
を
求
め
て
朝
早
く
か
ら
の
登
校

で
、
大
人
と
の
出
会
の
一
日
が
始
ま

り
ま
す
。

大
人
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
の

気
を
も
ら
っ
て
一
日
の
出
発
に
気
分

的
に
も
和
み
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
月
も
、
た
く
ま
し
く
成
長
す
る

子
ど
も
た
ち
の
励
み
の
一
助
に
期
待

を
し
て
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
手
を
つ
な

ぐ

あ
い
さ
つ

推
進
運
動
を
展
開

し
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

菊
の
花
香
る
今
月
は
、三
日
の
文

化
の
日

、
二
十
三
日
の

勤
労
感

謝
の
日

の
祝
日
が
あ
り
、
学
校
で

は
阿
万
小
学
校
を
会
場
に
し
て
の

南
淡
町
な
か
よ
し
音
楽
会

、
町

で
は
中
央
公
民
館
の

文
化
展
（
六

日

七
日
）
、「
南
淡
町
文
化
展
（
二

十
一
日

二
十
三
日
）」が
開
催
さ
れ
、

日
頃
の
学
び
の
成
果
が
発
表
・
展
示

さ
れ
ま
す
。
楽
し
み
な
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
祝
日
に
あ

わ
せ
て
、
我
が
家
の

文
化
・
勤
労

感
謝

の
日
を
子
ど
も
と
一
緒
に

創
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

於
、
北
阿
万
小
学
校

五
日

於
、
阿
万
小
学
校

二
十
五
日

賀
集
小

オ
ー
プ
ン
・
ス
ク
ー
ル

九
、
十
、
十
一
、
二
十
八
日

福
良
小

授
業
参
観

十
日

（

研
修
、
フ
ラ
ワ
ー
・

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

北
阿
万
小

授
業
参
観

十
九
日

全
国
育
樹
祭
淡
路
地
域

普
及
イ
ベ
ン
ト

二
十
三
日

阿
万
小

塩
屋
川
堤
防
で
の
水
仙
球
根

植
え
付
け
作
業

一
日

廃
品
回
収

二
十
一
日

灘

小
体
験
学
習
・
炭
焼
き

十
五
日

伝
統
文
化
鑑
賞
会

（
獅
子
舞
、
餅
つ
き
）

二
十
日

沼
島
小

写
生
会

九
日

授
業
参
観

十
七
日

沼
島
中

学
習
発
表
会

十
七
日

（
人
権
学
習
授
業
参
観
、
作
品
展

示
等
）

南
淡
中

オ
ー
プ
ン
・
ス
ク
ー
ル

十
五
、
十
六
、
十
八
日

（
中
学
生
の
学
び
の
様
子
を
公
開

し
ま
す
。）

（
文
責
、
榎
本
）

月 日（水・祝日）に開催を予定しておりま
した 第 回淡路島女子駅伝競走大会 ですが、
月 日の台風 号による被害のため、大会コー

スの確保が不可能なため、中止となりました。

淡路島女子駅伝競走大会実行委員会



正
基
（
北
）

四
年

福
良
小
学
校

秒

北
阿
万
小
学
校

阿
万
小
学
校

五
年

阿
万
小
学
校

秒

福
良
小
学
校

北
阿
万
小
学
校

六
年

福
良
小
学
校

秒

北
阿
万
小
学
校

賀
集
小
学
校

四
年

島
田
翔
平
（
北
）

飛
松
伸
秀（
福
）
森

稜
真（
福
）

五
年

桂

俊
也
（
賀
）

中
元
寿
明（
北
）
平
野
一
登（
福
）

六
年

竹
中
裕
貴
（
福
）

古
井
竣
也（
北
）
立
花

充（
灘
）

五
年

坂
田
佳
大
（
阿
）

高
田
湧
斗（
北
）
岡
本
高
輝（
阿
）

六
年

谷
中
有
希
（
阿
）

古
川
巧
人（
賀
）
宮
本
勇
也（
賀
）、

藤
本
直
希
（
北
）

四
年

長
尾
将
矢
（
福
）

柏
木
達
也（
福
）
藤
田
悠
太（
北
）

五
年

川
口
悠
司
（
沼
）

原
口
卓
弥（
北
）
田
村

健（
北
）

六
年

長
尾
聡
太
（
北
）

五
年

中
山
有
沙
（
福
）

秒

田
中
新
菜（
賀
）
山
田
麻
央（
沼
）

六
年

阿
部
由
花
（
阿
）

秒

安
田
実
佳（
北
）
川
口
愛
理（
賀
）

五
年

木
下
恵
理
（
北
）

分

秒

大
会
新

中
田
茉
梨
夏（
阿
）

分

秒

大
会
新

坂
本
奈
穂

（
賀
）

六
年

上
野
芽
依
（
北
）

分

秒

大
会
新

正
木
さ
や
か（
賀
）

堀

未
知
（
福
）

四
年

福
良
小
学
校

秒

阿
万
小
学
校

北
阿
万
小
学
校

五
年

北
阿
万
小
学
校

秒

賀
集
小
学
校

沼
島
小
学
校

六
年

北
阿
万
小
学
校

秒

阿
万
小
学
校

福
良
小
学
校

四
年

阿
部
莉
奈
（
阿
）

稲
山
絵
美（
北
）
神
辺
真
衣（
沼
）

五
年

安
田

愛
（
北
）

肥
田
な
つ
み
（
賀
）

中
元
絢
子

（
沼
）

六
年

安
田

愛
（
北
）

木
本
絢
文
（
阿
）

川
西
す
み
れ

（
福
）

五
年

尾
崎
夏
海
（
北
）

山
田
弥
吹
（
灘
）
榎
本
さ
き
（
北
）

山
口
明
奈
（
北
）
丸
井
里
紗
（
沼
）

六
年

勝
浦

穂
（
北
）

大
会
新

野
尻
悠
紀
（
賀
）

大
会
新

金
谷
英
佳
（
福
）

大
会
タ
イ

北
村
佳
祐（
福
）
岡
本
幸
輝（
福
）

四
年

斉
藤
か
れ
ん
（
阿
）

秒

大
会
新

野
村
日
菜
（
福
）

中
村
愛
子
（
北
）

五
年

中
元
な
つ
の
（
沼
）

秒

菊
川

葵
（
福
）

川
渕
悠
那

（
阿
）

六
年

森

風
子
（
北
）

秒

堤

あ
い
（
福
）

福
田
沙
耶
香

（
賀
）

四
年

谷
間
あ
す
か
（
福
）

秒

島
田
真
衣
（
北
）

阿
部
真
巳

（
阿
）

五
年

谷
口
愛
佳
（
福
）

秒

大
会
新

福
栄

葵
（
北
）

中

元
絢
子
（
沼
）

六
年

堀

彩
香
（
福
）

秒

大
会
タ
イ

仲
山

縁
（
北
）

山
口
明
希
（
北
）

十
月
六
日
、
北
阿
万
小
学
校
で
第
三
十
二
回
南
淡
町
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
新
記
録
が
八
競
技
、
大
会
タ
イ
記
録
が
二
競
技
で
出

る
な
ど
、
選
手
み
ん
な
が
精
一
杯
力
を
出
し
切
っ
た
素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

四
年

榎
本
俊
佑
（
阿
）

秒

正
野
祐
哉（
福
）
宮
本
裕
二（
福
）

五
年

井
上
和
哉
（
阿
）

秒

小
西
脩
平（
賀
）
中
山

遼（
北
）

六
年

森

暢
己
（
福
）

秒

山
本

翼（
賀
）
林

達
也（
灘
）

四
年

溝
上
将
史
（
福
）

秒

酒
部
雄
太（
福
）
森
崎
健
太（
北
）

五
年

森

真
人
（
福
）

秒

谷
川
浩
也（
阿
）
小
西
亮
太（
賀
）

六
年

酒
林
弘
樹
（
福
）

秒

（
予
選

秒

大
会
新
）

中
山

正
真
（
北
）

中
田
雅
偉
（
賀
）

五
年

松
崎
泰
樹
（
賀
）

秒

大
谷
真
生（
阿
）
坂
本
将
吾（
北
）

六
年

越
岡
征
大
（
阿
）

秒

堀
井
良
紀（
北
）
田
中
雄
樹（
阿
）

五
年

小
端
琢
矢
（
福
）

分

秒

井
上
秀
人
（
阿
）

中
元
亮

太
（
北
）

六
年

三
善
祐
輔
（
北
）

分

秒

飯
田
侑
仁
郎
（
灘
）

原
田

こ
の
た
び
、
竹
田
和
美
様
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
の
推
進

の
た
め
に
、
絵
本
や
紙
芝
居
等
の

充
実
に
あ
て
て
く
だ
さ
い
と
金
五

万
円
が
南
淡
町
へ
預
託
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
台
風
二
三
号
の
災
害
に

対
し
、
淡
路
信
用
金
庫
（
瀧
川
好

美
理
事
長
）
様
か
ら
金
三
百
万
円

が
、（
株
）
東
映
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

（
福
中
脩
取
締
役
社
長
）
様
か
ら

金
五
万
円
が
、（
株
）
近
畿
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
（
松
倉
厚
弘

洲
本
支
店
長
）
様
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
二
リ
ッ
ト
ル
三
百
本

が
、（
株
）
オ
リ
エ
ン
タ
ル
薬
品

工
業
様
か
ら
消
毒
液
等
三
百
三
十

本
が
、
日
本
赤
十
字
社
様
か
ら
缶

詰
セ
ッ
ト
七
十
個
が
南
淡
町
へ
預

託
さ
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
南
淡
町
）

四
年

亜
矩
里
（
阿
）

松
本
捺
美（
阿
）
佃

渚（
賀
）

五
年

堤

ゆ
い
（
福
）

赤
木
里
穂（
賀
）
尾
崎
愛
海（
福
）

六
年

増
井
有
里
紗
（
灘
）

長
尾
優
香
（
福
）

小
西
真
知

恵
（
賀
）



パネルディスカッションに参加した
吉川直利さん
パネルディスカッションに参加した
吉川直利さん
パネルディスカッションに参加した
吉川直利さん
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疲
れ
た
身
体
を
休
ま
せ
る
に
は
何

よ
り
も
睡
眠
。
一
晩
寝
た
ら
悩
み
が

消
え
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
心
の

疲
れ
も
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
健
康
的

な
睡
眠
時
間
は
八
時
間
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
実
は
快
適
な
睡
眠
時
間
の
長

さ
に
は
あ
ま
り
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

眠
り
に
は
身
体
を
休
め
る
レ
ム
睡

眠
（
浅
い
睡
眠
）
と
、
脳
を
休
ま
せ

る
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
（
深
い
睡
眠
）
が

あ
り
、
約
九
十
分
の
周
期
で
繰
り
返

さ
れ
ま
す
。
そ
の
周
期
に
合
わ
せ
て

起
き
る
と
、
ス
ッ
キ
リ
目
覚
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

睡
眠
に
は
、
疲
労
を
回
復
し
、
ス

ト
レ
ス
を
解
消
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
睡
眠
不
足
や
睡
眠
障
害

な
ど
の
睡
眠
の
問
題
が
事
故
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
快
適
な

睡
眠
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
い
き
い

き
と
し
た
健
康
な
生
活
や
事
故
の
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

快
適
な
睡
眠
を
確
保
す
る
た
め
の

睡
眠
時
間
、
睡
眠
パ
タ
ー
ン
な
ど
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
特
に
年
齢
の

影
響
は
大
き
く
、
概
し
て
年
齢
が
高

く
な
る
ほ
ど
必
要
な
睡
眠
時
間
が
短

く
な
り
、
無
理
に
長
時
間
眠
ろ
う
と

す
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
睡
眠
の
質

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

快
適
な
睡
眠
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
と
し
て
、
就
寝
の
四
時
間
前
以
降

の
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
や
睡
眠
薬
代

わ
り
の
寝
酒
は
避
け
、
不
快
な
音
や

光
を
防
ぐ
環
境
づ
く
り
や
自
分
に

あ
っ
た
寝
具
を
使
う
な
ど
の
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

眠
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
頭
を

さ
え
さ
せ
、
寝
つ
き
を
悪
く
す
る
た

め
、
軽
い
読
書
、
音
楽
、
香
り
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
自
分
に
あ
っ
た
方

法
で
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
よ

う
心
が
け
、
眠
た
く
な
っ
て
か
ら
寝

床
に
つ
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ヒ
ト
の
脳
の
中
に
は
、
生
体
リ
ズ

ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
体
内
時
計

が
あ
り
ま
す
が
、
日
光
は
、
眼
を
通

じ
て
体
内
時
計
を
刺
激
し
て
、
一
日

の
行
動
に
適
し
た
リ
ズ
ム
を
つ
く
り

ま
す
。
早
起
き
が
早
寝
に
通
じ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
目
が
覚
め
た
ら
適

度
な
日
光
を
浴
び
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
快
適
な
睡
眠
の
確
保
に
つ
な
が

り
ま
す
。

人
体
の
睡
眠
リ
ズ
ム
と
し
て
、
午

後
二
時
く
ら
い
に
眠
気
が
生
じ
ま
す
。

特
に
、
睡
眠
不
足
の
際
に
は
顕
著
に

な
り
ま
す
が
、
長
い
昼
寝
や
夕
方
以

降
の
昼
寝
は
夜
の
睡
眠
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
多
い
た
め
、
午
後
三

時
前
の
二
十
分

三
十
分
の
短
い
昼

寝
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
う
ま
く
午

後
の
眠
気
を
や
り
過
ご
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

寝
付
け
な
い
、
熟
睡
感
が
な
い
、

早
朝
に
目
が
覚
め
て
し
ま
う
、
充
分

眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気
が
強
い
こ
と

が
続
く
よ
う
な
睡
眠
障
害
は
、
体
や

心
の
病
気
の
症
状
と
し
て
現
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
専
門
職
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

十
月
三
日
（
日
）
に

の
じ
ぎ
く

兵
庫
国
体
・
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会

県
民
運
動
推
進
大
会
が
神
戸
国
際
展

示
場
で
開
催
さ
れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫

国
体
南
淡
町
実
行
員
会
委
員
（
南
淡

町
国
体
推
進
委
員
）
で
も
あ
り

ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

灘
ゆ
づ
る
は
会

長

の
吉
川
直
利
さ
ん
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
参
加
し
、
南
淡
町
の
現
状
、

国
体
に
向
け
て
の
豊
富
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

で
の
活
動
等
を
お
話
さ
れ

ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
息
も
ピ
ッ
タ
リ

で
堂
々
と
し
た
お
話
で
し
た
。

い
よ
い
よ
合
併
が
迫
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
平
成
十
八
年
に
南
あ
わ

じ
市
で
開
催
さ
れ
る
競
技
は
、
相
撲

競
技
（
文
化
体
育
館
）
・
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
（
慶
野
松
原
）
・

相
撲
（
府

中
神
社
）
・

野
球
（
サ
ン
ラ
イ

ズ
淡
路
）
で
す
。

な
お
、
相
撲
競
技
は
平
成
十
七
年

八
月
二
十
一
日
（
日
）
に
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
と
し
て

第
四
十
四
回
全
国

教
職
員
相
撲
選
手
権
大
会

が
文
化

体
育
館
（
元
気
の
森
ホ
ー
ル
）
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
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わ
た
し
に
は
大
親
友
が
い
ま
す
。

歳
の
時
か
ら
の
友
だ
ち
で
、
一
番

最
初
に
で
き
た
友
だ
ち
で
す
。

彼
女
は
と
っ
て
も
や
さ
し
く
て
、

相
談
に
も
の
っ
て
く
れ
ま
す
。
で
も

わ
た
し
は
、
こ
の
と
っ
て
も
や
さ
し

く
て
、
相
談
に
も
の
っ
て
く
れ
る
彼

女
の
こ
と
を
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
家
に
帰
っ
て

か
ら
、

ど
う
し
て
た
っ
た
あ
ん
な

こ
と
で
、
あ
ん
な
に
も
ひ
ど
い
こ
と

を
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
な
あ
。

と
自
分
が
な
さ
け
な
く
思
え
て
き
ま

す
。で

も
、
自
分
で
は
本
当
に
悪
い
こ

と
を
し
た
ん
だ
っ
て
わ
か
っ
て
い
る

の
に
、
ご
め
ん
ね
。
の
一
言
が
な

か
な
か
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、

あ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
言
わ
ん
と
こ
。

と
思
っ
て
い
て
も
、
何
度
も
何
度
も

彼
女
の
心
に
傷
を
つ
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
て
、

わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
気

づ
く
の
も
お
そ
い
か
な
と
は
思
う
の

だ
け
ど
、
人
の
心
に
傷
を
つ
け
る
と
、

自
分
の
心
に
も
傷
が
つ
く
ん
だ
な
あ
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
っ
て
、
自
分

も
つ
ら
い
思
い
で
い
る
の
が
わ
か
っ

た
の
で
す
。

あ
る
時
、
が
ん
ば
っ
て

ご
め
ん

ね
。

と
言
い
ま
し
た
。
心
が
ど
き

ど
き
し
な
が
ら
言
い
ま
し
た
。
そ
の

し
ゅ
ん
間
、
今
ま
で
ど
き
ど
き
し
て

い
た
心
が
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

ご

め
ん
ね
。

の
た
っ
た
一
言
で
、
人

間
は
う
れ
し
く
な
っ
た
り
、
心
が

ほ
っ
と
し
た
り
す
る
ん
だ
な
あ
、
と

こ
の
時
初
め
て
思
い
ま
し
た
。
こ
の

一
言
は
、
人
の
心
を
大
き
く
ゆ
さ
ぶ

る
、
と
っ
て
も
す
ご
い
力
を
持
っ
て

い
る
ん
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
ご

め
ん
ね

の
一
言
は
、
人
間
に
欠
か

せ
な
い
、
と
っ
て
も
と
っ
て
も
大
事

で
重
要
な
言
葉
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
あ
り
が
と
う

お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

も
同
じ
で
す
。

言
う
と
気
分
が
す
っ
き
り
す
る
し
、

言
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
く
て
、

い
い
気
分
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う

や

お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す

も

ご
め
ん
ね

の
一
言
の

よ
う
に
、
す
ご
い
力
が
あ
る
ん
だ
な

あ
、
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
す
ご
い
言
葉
を
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
、
わ
た
し
は
と
っ

て
も
と
っ
て
も
ゆ
う
気
が
必
要
で
し

た
。
ど
き
ど
き
き
ん
ち
ょ
う
し
な
が

ら
言
い
ま
し
た
。
で
も
、
思
い
き
っ

て
言
っ
て
み
る
と
、
と
っ
て
も
と
っ

て
も
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
を
し
た
り
す
る
の
は
、
な

ん
だ
か
照
れ
く
さ
く
て
、
少
し
ゆ
う

気
が
い
る
け
れ
ど
、
そ
の
一
言
を

言
っ
た
ら
そ
の
日
一
日
が
す
ご
く
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
何
か
友
だ
ち
に
ひ

ど
い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

た
ら
、
す
ぐ
に
自
分
か
ら

ご
め
ん

ね

を
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
す
ご
い
力
を
も
つ
言
葉
を
、

お
お
ぜ
い
の
人
に
言
っ
て
、
相
手
の

人
も
自
分
も
、
気
持
ち
よ
く
す
ご
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
な
あ
、
と
思
い

ま
す
。
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